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全国高等学校登山大会審査確認事例
この「全国高等学校登山大会審査確認事例」は、全国大会の審査をわかり易くすること、日常の登山活動に活かすことなどを目指して作成しました。全国部報掲載の「審査基準と指導目標」や「審査員長の講評、審査報告」とあわせて、翌年度の大会や登山活動の参考にしてください。
この「全国高等学校登山大会審査確認事例」について質問等がある場合は、各都道府県の委員長を通して事務局へ申し出てください。
　

１　体力
（１）集団登山形式を原則として設定された登山コースを歩き、その登山行動にふさわしい体力があるかどうかを総合的に評価する。
（２）３０点を１日１０点に分けて審査し合計する。行動日が４日あるときは、初日と最終日をあわせて１０点とする。
（３）体力の審査では、下表の観点で評価する。（ただし、このうち「間隔」については、下り、危険箇所などでは柔軟に判断する。）
	体　力
	観　点

	
	持久力・スタミナ
	持久力・スタミナの有無

	
	リズム・スピード・バランス
	リズム・スピード・バランスの良し悪し

	
	間　隔
	（チーム内の）間隔が２～３ｍ以上開く

	
	
	（チーム間の）間隔が４～５ｍ以上開く

	
	その他
	審査員会で協議


（４）「離脱」に該当しないチームの場合、1日の体力点は、3点以上とする。
（５）「離脱」および「棄権」の場合の体力点は以下の通りとする。　　 ※「離脱」等の規定については別掲参照
班離脱（班から離れてコース隊長の前を自力で歩く）　　→　　その日の体力を３点とする
隊離脱（隊から離れてコース隊長の後ろを自力で歩く）　→　　その日の体力を１点とする
行動離脱（自力歩行不可、支援を受ける）　　　　　　　→　　その日のすべての審査を０点とする
棄　権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　すべてを参考点として順位は付けない
　（病院収容・宿舎収容などで全員そろって幕営できなかった場合、監督から行動不参加の申し出があった場合、監督が不在となった場合等とする）
（６）体力不足による「班離脱」ではなく、トイレ等の生理現象等で、短時間、班を離れる場合は「班離脱」の対象とはしない。　
（７）最終日の審査は原則として午前中で終了となるが体力点は行動終了までを対象とする。
２　歩行技術
（１）安全確実な歩行技術が身についているかなどを審査する。
（２）歩行技術の審査では、歩行バランス、適度な歩幅、スリップ、転倒しない、走らない、リズミカルな歩行、パッキングのバランスなどを審査する。

（３）地形図や記録帳は、危険地帯を含め、常時手に持ち歩くのはいけない。
（４）歩きながら地図を見たり、記録を取ったりはすべきではないが、隊や班の進行が止まった状態で安全であれば行っても良い。
	歩　行
	観　点

	
	転倒する
	パッキングが悪い

	
	しりもちをつく
	靴紐がほどけている

	
	スリップする
	歩きながら地図を見る、記録を取る（常時所持）

	
	バランスを崩し、手をつく
	首に紐などをぶら下げている（紐の処理、危険排除）

	
	走る
	必要に応じた手袋の使用

	
	通過にもたつく
	その他（審査員会で協議）


（５）安全が確保されていればハイドレーション･システム（ドリンキングチューブ）等を使用して歩きながら水分を補給してもよい。ただし、チューブを固定するなどして行動の障害にならないようにする。
（６）紐付きの筆記用具は、常時、首からぶら下がった状態とならないよう、ボールペンなどをポケットに入れるなどの処理をする。
（７）フィックスロープは大会運営上の安全のため設置してあるので、使用するかどうかは各人の判断である。
（８）安全のため、靴ひもの末端をきちんと処理すること。また、必要に応じて手袋を着用すること。
（９）落石を発生させてしまったときは、「落石！」（「ラクッ！」）と叫んで、下を歩く登山者にいち早く知らせること。
（10）ストックの有効性は認めるが、高校生登山の歩行技術の向上や、集団登山としての自然保護の観点、両手の安全な使い方などの観点から、登山大会ではストックの使用を認めない。
３　装備
（１）必要品の所持、その数量と保安が適切であるかなどを審査する。
（２）配点を装備検査８点、服装等２点とする。
（３）装備検査は、審査基準記載の個人および共同携行品リストから８品目をピックアップして審査する。
（４）審査基準の装備以外でも、大会要項、予報、審査確認事例等で求めたものは審査の対象とする。
（５）服装等は、大会の登山行動にふさわしい服装であるかどうか、身体保護の役目を果たしているかどうかなどを審査する。　
（６）修理具は、ペンチまたはプライヤー・針金・針と糸・ガムテープまたはリペアテープとする。
（７）予備食は下山が遅れた時などに対応するもので、調理器具等が揃っていることを前提に、メンバーの1日分程度をパーティーとして持参し、一つにパッキングして予備食であることを明記しておくこと。
（８）非常食は、基本的に調理が不要でそのまま食べられるもの。しかも、量的には少量でも栄養価が高く、腐敗しにくいもので、１日位は食いつなぐことのできることを目安とする（具体的には、1日の基礎代謝量基準値が1200～1500kcalであることを考慮し、最低1000kcalは所持するものとする）。個々人で持参し、一つにパッキングして非常食であることを明記しておくこと。
（９）燃料の予備は１日分程度とする。
（10）防寒具はウール素材かフリース（ポリエステル製繊維）素材のものとする。羽毛素材の防寒具は高価であることや濡れた場合の保温性に疑問があることから、降雨があり得る全国大会の防寒具としては推奨しないが、減点対象とはしない。
（11）事故につながる危険性からタオルは首からぶらさげず襟の中に入れること。
（12）シャツはきちんとズボンの中に入れて着ること。
（13）シャツは襟付きであること。半袖シャツ着用の場合は、長袖シャツを持参すること。
（14）地形図は、大会実行委員会から配布されたものか国土地理院発行の1/25000を使用する。
（15）細引きは４～６mmの太さで５ｍ程度とする。
（16）ウエストポーチは使用してよいが、歩行に支障とならない大きさとする。
（17）ラジオやライトは電池の絶縁か、スイッチが入らない何らかの工夫をする。スイッチのホールド機能は可とする。
（18）ナイフは、非常時の対応や調理での使用等を用途とするものである。したがってカッターは不適切である。また、携行上の安全という観点から、フォールディングタイプとする。
（19）ツエルトは、その大きさを問わない。
（20）選手と監督との装備分担については、監督の個人装備を除き、計画書にある装備・食料は選手が持っていなければならない。
（21）装備については、必要に応じてポリ袋に入れるなどの防水処理をすること。
（22）LEDヘッドランプの予備電球は必要としない。
（23）サブ行動で携行する装備は「審査基準と指導目標」に明記した装備とする。
（24）登山行動中にザックのデポを行う場合、天候の急変や鳥獣による被害に備えること、置く場所を考えること、他の登山者へ配慮することなどに留意し適切に行う。
（25）装備検査の対象となった装備品は、携行している状態のままで提示すること。
４　設営・撤収
（１）動作に無駄がなく、メンバーの連携と手順がよいかなどを審査する。
（２）配点を、設営・撤収の手順３点、設営後のチェック７点とする。
（３）設営はすべてエリア内で行うこと。ザックの蓋を閉めた状態から笛の合図で開始し、笛の合図で終了するまでの10分間とする。終了の合図があったらテントエリアから出る。終了とはザック、ハンマー（小槌）等をテントに収納して出入り口のチャックを閉めた状態までとする。ザックはエリア内に置いて設営すること。（←トル?）
	設営・撤収
	観　点

	
	設営・撤収時
	完成時

	
	チームワーク・手際のよさ
	ペグ本数不足

	
	ポールを地面に放置
	ペグ打ち込みすぎ

	
	テントの扱い（土足、踏むなど）
	ペグ打ち込み不足

	
	袋、物等が散乱状態
	ペグ位置違い

	
	ペグ打ち、手袋無し
	張り綱無し

	
	ザック散乱（本体）
	張り綱の適切な処理（緩み、ペグに掛ける位置等）

	
	ザックの雨蓋の処理
	ザック、テント内へ未収納・整理整頓

	
	撤収・整理（ゴミ等）
	入り口チャック、開いた状態

	
	ペグ穴埋め戻し
	ハンマー未収納（手中、テント外など）

	
	予備のペグ（２～３本）、張り綱（１～２本）
	本体とフライの接合

	
	監督からの指示有り
	その他（審査員会で協議）

	
	その他（審査員会で協議）
	


（４）ペグの打ちこみ角度は、理論的には45°～60°といわれているが、しっかりと打ち込んであることが大切である。
（５） ピンペグは抜けやすいのでその効果に疑問が残る場合もあるが、要は形状よりもよく利いていることが大切である。
（６）ペグの打ち込みは、張り綱が地面にめり込まない深さにとどめること。

（７）ペクを十分打ち込めない場合、張り綱はペグの頭に掛けるのではなく、根本に掛ける。

（８）ペグが使用できる所では石は使わない。石は補助的なもので、基本的にはペグでしっかり固定する。
（９）ペグを打つときは手の保護のため、ペグを持つ手に手袋を着用する。手袋は指先まであるものとする。
（10）ポールの地面へのばらまきは、接合部に砂や小石が入ったりして破損の原因となるので避ける。
（11）テント外に敷くグランドシートは使わないでもかまわないが、使う時はテント本体の接地面からはみ出さないことを原則とする。
（12）テントの張り綱の数などはメーカーの標準仕様でかまわないが、テントの機能を理解しながら、設営手順は悪天にも対応できるように工夫すること。
（13）張り綱は強く張りすぎるとテントを変形させ、テント、フライのファスナーなどを破損するおそれがあるので注意すること。
（14）テント撤収後は幕営地の原状回復をすること。
（15）就寝時に暑さ対策としてフライを外すことは天候等のことを考えるといけないが、状況を判断してテントやフライの入り口を開けておいてもよい。
（16）就寝時、基本的には装備・食料等はテントの中に格納する。

５　炊事
（１）調理に手慣れて、メンバーの連携・手順がよいか、食料計画が適切かなどを審査する。
（２）炊事は原則としてテントエリア内で行うものとし、テントの中か外かについては、朝食は任意、夕食は指示がなければ外とする。
（３）テント内での風防の使用はボンベ過熱の危険性があるので、してはならない。
（４）ボンベ過熱の危険性があるので、１つの風防で２台のコンロを使用してはならない。

	炊　事
	観　点

	
	コンロ
	コンロの適切な使用
	ゴミ・整理
	テント内の整理整頓

	
	
	コンロ台の有無
	
	炊事シート周辺の整理整頓

	
	
	手袋の着用
	
	ゴミの分別

	
	
	管理者不在
	計画食料
	調理の工夫

	
	風防
	風防の有無
	
	計画書との不一致


	
	
	コンロ２台に併用
	その他
	審査員会で協議

	
	シート炊事
	炊事シートの有無
	
	

	
	
	シート上の土あがり放置
	
	


（５）コンロの安定と輻射熱対策は、コンロの形状にかかわらず、コンロ台を用いるか、バーナーシートと三脚等の併用によるものとする。
（６）火気使用時は手袋（熱に強い物、綿素材の軍手は可）を着用して事故を防止する。

（７）炊事中は常にコンロ・コッヘルに注意をはらって事故防止につとめること。
（８）主食はα化米も可とする。副食は、レトルト食品を単純に使用するのではなく、野菜（乾燥野菜は可）など、その他の食材を組み合せたりして調理に工夫をすること。
（９）炊事シートによって炊事・調理場所の区分をし、安全と衛生を確保すること。
（10）食材については、消費期限や保存方法に気を付けること。
６　気象
（１）観天望気、天気図の作成・解析、天気予報ができるか、登山に必要な気象知識があるかなどを審査する。
（２）天気図作成はテープ録音による一斉聞き取り方式で行い、制限時間は放送開始から40分間とする。
（３）予報対象は気象通報翌日の大会山域とする。
（４）作図にあたっては、「登山と気象知識」の「Ⅲ地上天気図の書き方」に準じることとする。
（５）作図の際、油性マジックペンを使用してはならない。
（６）天気図の審査項目
　　①各地の天気、船舶からの報告
　　・風向、風力、天気、気圧、気温の記入が適切か。
　　・誤った方法で記入していないか。（矢羽の向き、風力１、天気記号、気圧と気温の記入位置等）
　　・船舶からの報告の記入場所が適切か。
　　・記入漏れがないか。
　　②高気圧、低気圧、前線
　　・位置、中心気圧、進行方向及び速度（停滞等も含む）の記入が適切か。
　　・記号に間違いがなく、さらに統一されているか。（ＬとＨまたは高と低）
　　・台風の予想進路（予報円）が適切か。
　　・記入漏れがないか。
　　③等圧線
　　・放送等圧線の記入が適切か。
　　・10hPa毎に太くして気圧が記入されているか。
　　・等圧線の交わりはないか、途中で切れていないか。
　　・高気圧や低気圧及び前線付近の等圧線の書き方が適切か。
　　・等圧線がなめらかになっているか。
　　・等圧線に不都合はないか。
　　④完成度
　　・空白域がないか。
　　・枠外の資料も考慮して描画しているか。
　　・天気図の日時が記入されているか。
　　・不要なものを記入していないか。
　　・隊名、学校名が記入されているか。
　　⑤天気予報
　　・解析と予報が適切か。
・場所の指定がなされているか。（どこの予報をするのか）
・地上天気図からは判断できない余分なことが書かれていないか。
（７）天気図の配点は５点満点とする。配点については、放送気象通報の内容により、審査員会が協議し、審査項目ごとの配点を加減できるものとする。
（８）気象課題テストは統一学習資料「登山と気象知識」の「Ⅰ 登山と気象」から観天望気や気象の特徴などを出題し、２点満点とする。
７　自然・観察
（１）読図・地形・植生等の観察が現地で即応できるかなど審査する。
（２）配点を課題テスト４点、地点確認４点とする。
（３）自然観察の課題テストは、予報１号と全国部報掲載の「主な登山用語」、大会地図から出題する。予報の出題範囲は別途通知する。
（４）課題テストの解答は、コピーをとる関係から、黒色のボールペンを使用して記入すること。
（５）地点確認ポイントは、審査員会が明確に確認できるポイントの中から出題する。
（６）地点確認用地図の予備は用意しない。配布されたもので回答すること。
（７）地点確認ポイントの表記は、コピーをとる関係から黒色のボールペンで登山道に直交する線で示し、あわせてポイント名を記入する。間違ったときは正しい線まで矢印を引いて示すこと。



 





　
（注）修正例③の「判別不能」の例　　　　



※修正の場合、最初に記入した標識記号を起点として矢印を書くこと　　　　
（８）地点確認の許容誤差は、前後２mmを原則とするが、谷の合流点など、地形の顕著な所はその限りではない。
（９）地点確認ポイントでは立ち止まらない。休憩時などで安全に留意して記入すること。
（10）ＧＰＳや高度計は、一般的に登山においてたいへん有用な機器ではあるが、大会では行動中の地形観察などによる技術向上を目指すという観点から、機器の所持を禁止する。なお、発覚した場合はすべての地点確認点を０点とする。
８　計画・記録
（１）登山計画書の記載が適切であるか、行動記録の工夫とその活用がよいかなどを審査する。
（２）配点を計画書６点、記録４点とする。
（３）計画書は「審査基準と指導目標」にある項目順通りに構成すること。項目にないものは審査の対象としない。
（４）計画書の表紙には、所属するコース隊名、所属する班、県名・学校名を記載すること。
（５）計画書はパーティーの資料であると同時に、登山届けとしての提出物であり、第三者が見ても見易くわかるように記載し、極端に小さな字は避けること。また、加筆ができること。
（６）緊急連絡先には、休日・夜間の連絡先も記載すること。
（７）日程表、利用交通機関は、学校（家または駅）から出発して学校（家または駅）に帰るまで記入すること。
（８）概念図は自作の物で、ルートや尾根線、主要地点名などが記入されていること。大会予報等のコピーやあまり小さ過ぎる概念図は不可とする。
（９）断面図は水平距離と標高の比が、地形が読み取れるようなものとし、主要地点名などが記入されていること。
（10）予報２号および予報２号送付までに通知があった事項・変更等は計画書に反映させること。
（11）計画書はパーティーの登山技術を競う審査項目の一つである以上、メンバーで自作するものとする。
（12）行動記録は事後に役立つ記載をし、計画書とは分けること。
（13）計画書・記録書における「主要地点」「主要ピーク」とは、予報１号の「概念図」「コース案内」「行動予定表」および大会地図に記載されている地点とする。
（14）記録における「コースの概況」とは、あくまでも概況であり、休憩時間の一部の時間を利用して記載できる程度の簡潔なものでよい。
（15）記録書は、日時の経過に沿って、順次、記載すること。
（16）ＧＰＳや高度計は、一般的に登山においてたいへん有用な機器ではあるが、大会では行動中の地形観察などによる技術向上を目指すという観点から、機器の所持を禁止する。なお、発覚した場合はすべての記録書の点数を０点とする。
９　救急
（１）医薬品の適切な取り扱いと基礎的救急処置ができるかなどを審査する。
（２）配点を救急課題テスト２点、医薬品３点とする。
（３）救急課題テストの解答は、コピーをとる関係から黒色のボールペンを使用して記入すること。
（４）救急課題テストは、統一学習資料「登山と救急知識」から出題する。
（５）医薬品は、風邪薬・整腸剤（胃腸薬）・消毒薬・鎮痛（解熱）剤・虫さされ薬・湿布薬・カットバン、またそれに付随するものとして体温計・三角巾・包帯を所持すること。
（６）医薬品の所持量は２人の２日分を目安とする。
（７）医薬品名・効能・使用法・有効期限等が判るようにすること。
（８）医薬品は、防水や衛生を考えながら一つのケースにまとめて持参すること。
（９）ジプロックやビニール製の化粧品ポーチは、防水目的としては有効であるが、医薬品等の破損対策を行うこと。
10　マナー・パーティーシップ・自然保護
	シップ・自然保護　　　　　　　　マナー・パーティー
	観点

	
	起床時間前の活動の有無
	自然保護への配慮

	
	集合時間に遅刻する
	休憩時のマナー

	
	指示違反
	消灯後の活動の有無

	
	急な加・減速等、スタンドプレーの有無
	その他の迷惑行為（審査員会で協議）

	
	課題テスト時の不正行為の有無
	


（１） パーティー内外の協調性、リーダーの指導性、自然保護をわきまえているかなど、マナー全般について審査する。
（２）就寝時を含め大会日程全体を審査の対象とする。
（３）就寝時にやむを得ずトイレ等で行動するときは、話し声やライトの扱いに充分注意して、他に迷惑をかけないように注意すること。
（４）自然保護についてのマナーは最大限の注意を払うこと。
（５）審査を意識してのスタンドプレーや、歩行ペースの急激な加減速はしないこと。

（６）幕営地での自販機の利用は、マナーに違反する行為である。
11　その他
（１）監督・リーダー会議における回答は、基本的には事前に受け付けた質問および、それについての再質問に限定する。なお、質問は学校名をつけて公表する。
（２）課題テスト等の受験者は特定しない。
（３）選手と監督の接見はコース隊長が認めた時だけとする。
（４）テスト類返却時の質問は、明らかな採点ミス以外は受け付けない。内容に関して質問・意見がある場合は、後日、監督が文書で各都道府県の委員長を通して事務局へ提出すること。
（５）課題テストにおける不正行為や審査に関係する携帯電話の使用が確認された場合は、当該の審査は０点とする。
（６）登山隊編成後、すべての登山行動が終了するまでの間で、装備・食料等を外部の者から補充を受けたことが確認された場合、そのチームの全得点を参考点とし、順位は付けない。
（参考資料）　全国登山大会の審査実施例
	大会１日目
	大会２日目
	大会３日目
	大会４日目

	①自然観察テスト
	①撤収
	①撤収
	①撤収

	②救急知識テスト
	②体力
	②体力
	②体力

	③天気図作成
	③歩行
	③歩行
	③歩行

	④気象知識テスト
	④地点確認
	④地点確認
	④地点確認

	⑤設営
	⑤記録書
	⑤記録書
	⑤記録書

	⑥炊事
	⑥設営
	⑥設営
	⑨マナー（起床・集合等）

	⑦装備
	⑦装備
	⑦装備
	

	⑧医薬品
	⑧医薬品
	⑧医薬品
	

	⑨マナー（消灯・集合等）
	⑨マナー（起床・消灯・集合等）
	⑨マナー（起床・消灯・集合等）
	


下記掲載の「観点」について


    以下に示す「観点」は、過去の大会の審査を通じて蓄積された資料に基づき、それらを整理したものです。


登山はまさに「生き物」です。山域や標高、地形や気象条件などによって、その時、何をすべきかが刻々と変化し、さらに技術や装備の進歩によって登山の常識が変わることがあります。よって、審査基準の冒頭に「安全登山」の推進を第一義にもとめる登山大会の審査においては、以下に掲載する「観点」と、それにともなう評価が変わる場合があることを付言します。


※表内の「観点」の文言は、枠の関係で簡略化した表現となっています。























記入例と修正例（標識Ａ－１の場合）





Ａ－１の修正位置





Ａ－１








Ａ－１





修正例①
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修正例③








修正例②








Ａ－１の再修正位置
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